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過活動膀胱（Over active bladder:OAB）は，尿意切迫感を主症状とし
，頻尿を伴い，切迫性尿失禁を伴うこともある症状症候群と定義される
。その患者数は2002年の排尿機能学会での実態調査によれば，810万人と
推定されており，今後超高齢化社会が進むにつれ更に増加することが予
想される｡OABの治療は薬物療法が主体であり，なかでも抗コリン薬は第
一選択薬として広く使用されている。しかしながら，副作用や満足な治
療効果が得られないなどの理由から，治療継続率が低いことが問題とな
っている。早期に治療効果を判定し薬剤の増量や変更を行うことが治療
継続率の改善に寄与すると考えられるが，我が国では，投与4週後より短
い期間での有効性の評価や，適当な判定時期を検討した報告は少ない。
そこで我々はフェソテロジンの早期有効性とOAB改善率に影響を与える因
子について多施設共同，シングルアーム・オープン試験を行うことによ
り，適当な治療効果判定時期について検討した。 
当研究参加施設に下部尿路症状を主訴に受診し，過活動膀胱症状スコ
ア（OABSS）によりOABと診断され，かつ国際前立腺症状スコア(IPSS)-QO
Lスコアが4点以上の患者を対象とした。フェソテロジン4mgを1日1回,4週
間継続投与とし，投与前，投与3日目，7日目，14日目，28日目のOABSSお
よびIPSSを用いて評価した。 
47例が対象となり，その内訳は，男性21例，女性26例であった｡平均年
齢は67.5歳(26歳～87歳)，75歳未満が29例，75歳以上が18例であった｡OA
Bの治療歴のあるもの(既治療)は23例，治療歴のないもの(新規)は24例で
あった｡ 
全症例において，OABSSでは投与3日目から合計スコアや尿意切迫感，
切迫性尿失禁が有意に改善し，その効果は4週まで継続していた。また，
IPSSの蓄尿スコアや頻尿，尿意切迫感も少なくとも投与7日目には有意な
改善を示した。それに伴い，IPSS-QOLスコアも投与3日目から有意な改善
が認められた。この治療効果の傾向は性別・年齢に関係なく認めたが，O
ABの治療歴に関しては，新規群の方が既治療群より改善効果を認めた。 
試験期間終了時でのOAB消失による治療効果判定では，25例（53.2%）
でOABが消失していた。この25例のうち，投与3日目では17例(68%)に，投
与7日目では22例(88%)に，投与14日目では22例(88%)にOABの消失を認め
た。一方，OABが一旦消失しその後に再燃した症例は，投与7日目では22
例中で6例(27.3%)，投与14日目では22例中5例(22.7%)であった。評価日
を7日目と14日目とで比較した場合，OABが消失する率も，再燃する率も
ほぼ同程度であった。本研究の結果から，フェソテロジンにおいては投
与開始7日目ですでに治療効果の予測が行えるものと考えられた。 
 
